













































































































































































































０ ０ ０ １８
（１００％）
０ ０ ０
ワークショップ全体
に対する満足度
２２
（９５．７％）
１
（４．３％）
０ ０ １５
（８３．３％）
３
（１６．７％）
０ ０
※質問については、「１：とても感じた、２：まあ感じた、３：あまり感じなかった、４：ぜんぜん感
じなかった」、また、質問については、「１：とても満足、２：まあ満足、３：少し不満、４：とても不
満」の４件法で回答。
３．ワークショップの評価
３．１ 参加者（小学生・研修参加者）による評価
小学生と研修参加者に対して行ったアンケートの結果を表２に示す。アンケートはワーク
ショップの趣旨に関する質問項目を三つ挙げ、４件法で行った。質問の表現は小学生、研修
参加者に合わせて変えた。この結果からワークショップは小学生・研修参加者共に好評であっ
たと言える。
３．１．１ 小学生
振り返りシート（表１、４．３）の記述内容を見ると、「参加する前はどきどきだったけど、参
加してみるととてもおもしろかった。」「このワークショップに参加する前はいやだなあと思っ
ていたけれど、参加すると楽しかった。」といったコメントが挙げられており、気持ちの変化
があったことがわかった。小学生を対象としたワークショップでは親が申し込んだので来たと
いうケースも多く、今回も小学生自身の動機がさほど高くない子どもも見受けられたが、ワー
クショップ終了後、参加してよかったという肯定的な気持ちに変化した子どもが多かった。
また、「世界にはいろんな文字があって、似ていても一方の国では全然使わない文字もあっ
ておもしろいなと思った。」「国が違っても考えが同じだったとき、うれしかった。いろんな表
現があっておもしろかった。」等、多様性を知った、多様な中にも共通点を発見したという体
験を喜びとして受け止めた子どももいた。さらに、「外国のことや、他の小学校の人たちはど
んなことが好きなのかがよくわかった。」という記述からは、外国対日本の二項対立で捉えず、
世界の多様性だけでなく日本の中にある個の多様性も感じていたことが窺える。協働・創造を
目指した活動についても、「みんなといろいろするのがすごく楽しかったからよかったと思
う。」「自分にとってよかったことはみんなで協力できたこと」といった記述があった。
夏休み子どもワークショップ「世界中の仲間といっしょに」
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３．１．２ 研修参加者
研修参加者からも「いろいろな世界の話と文化はとても面白いです。」「どんな国でも小学生
はやはり同じですね。まずはずかしくてしずかにしていたけど、友達になったあとおもしろ
かった。」という記述からわかるように、多様性と共通性の両者に対する気づきがあった。ま
た、「前：文字、絵画は難しいと思う。後：みんなの協力であんまり難しくない。」のように協
働・創造を目指した活動が持つ力を感じた者もいた。さらに、「絵と文字で違う国の人の間に
交流の橋をわたしました。」「外国語をもっと勉強したほうがいいと思いました。」など、ワー
クショップに参加することで、自分自身の意義や課題を見出した者もいた。
３．２ 運営スタッフによる評価
運営スタッフにもアンケートを実施するとともに反省会を行い、ワークショップを振り返っ
たが、ねらいは概ね達成されたという共通の認識が得られた。また、小学校教諭からは、今回
の体験の評価を周囲に伝えていきたいとの声が聞かれた。ワークショップを今後の学校交流に
生かすための新たな一歩を踏み出すことができたと言えよう。実際、現時点での学校交流への
応募数は昨年度より増えており、運営スタッフであった小学校教諭の所属する小学校からも応
募があった。
ワークショップを企画・運営する過程で、KCスタッフは、小学生への声かけの仕方や関わ
り方、小学生の作業スピードなどについて小学校教諭から多くのアドバイスをいただいた。ま
た、「KCという場所で」、「１校ではなく様々な学校から小学生が集まって」交流を行ったこと
については、小学生がいつもとは違う異文化の空間・人間関係においてワークショップに参加
することで自身の新しい一面を発見する可能性に繋がるといったコメントもあり、通常の学校
交流とは異なるKCという「場」で行うことの意義に関して新たな示唆が得られた。一方、小
学校教諭からはワークショップの進行の仕方やスライドショーを使った振り返り等、活動の工
夫について学ぶことができたとのコメントがあった。このように、運営スタッフの側も、ワー
クショップを実施するという一つの目的に向かう過程で通常の学校交流よりさらに相互理解を
深めることができたように思われる。
しかし、子どもを対象とするワークショップを行うのは初めてだったこともあり、その内容
や運営方法については反省すべき点も挙げられた。活動で使ったワークシートのわかりにくさ
の問題や、グループ活動時のファシリテーターとしての介入の仕方、チラシに使用する言葉や
広報の仕方、小学生の保護者の巻き込み方など様々である。また、準備段階においてKC内で
運営体制を十分に整えられなかったことから生じた問題もある。これらの課題は、今回の経験
を踏まえて改善していかなければならない。
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４．おわりに
参加者および運営スタッフへのアンケート結果等から、今回のワークショップはその二つの
趣旨を概ね達成することができたと言えるだろう。運営にご協力いただいた小学校教諭からは
今回のようなワークショップの継続開催を求める声があがった。今後も、KCの特色を生かし
た交流のあり方を考え、小学校教諭等との協働の関係を築きつつ国際理解教育の実践を蓄積し、
そのノウハウを提供できる機関として近隣地域へ貢献することを目指していきたい。
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〔注〕
（１）他の活動風景については、KCのホームページでの報告を参照されたい。
〈http:／／www.jpf.go.jp／j／kansai／exchange／j_cws_０１.html〉
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